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通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た 

 

5
月
20
日(

金)

の
午
後
3
時
よ
り
、
島
原
市
有
明

総
合
文
化
会
館
2
ノ
ギ
ッ
ク
ス
に
お
い
て
、
第
56
回

通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

出
席
者
は
67
名(

他
委
任
状
出
席
116
名)

、
上
程
さ

れ
た
議
案
は
次
の
と
お
り
。 

 

・
第
１
号
議
案 

平
成
27
年
度
収
支
補
正
予
算
書

(

案)

に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件 

・
第
２
号
議
案 

平
成
27
年
度
事
業
実
績
報
告
書
、

同
収
支
決
算
書
、
貸
借
対
照
表
及
び
財
産
目
録
に
つ

い
て
承
認
を
求
め
る
件 

・
第
３
号
議
案 

平
成
28
年
度
事
業
計
画
書(

案)

並

び
に
同
収
支
予
算
書(

案)

に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る

件 ・
第
４
号
議
案 

平
成
28
年
度
借
入
限
度
額(

案)

に

つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件 

・
第
５
号
議
案 

役
員
補
充
選
任
の
件 

 

開
会
に
先
立
ち
、
４
月
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
で

お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
に
対
し
て
、
出
席
者

全
員
で
哀
悼
の
意
を
表
し
て
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。 

続
い
て
片
山
会
長
か
ら
、
有
明
町
商
工
会
と
し
て

熊
本
県
の
被
害
者
に
対
し
て
全
力
で
支
援
を
行
う
こ

と
、
会
員
事
業
所
に
対
し
て
引
き
続
き
サ
ポ
ー
ト
を

行
う
こ
と
な
ど
の
挨
拶
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
続
い

て
表
彰
状
・
感
謝
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
、
理
事
の
岡

村
正
樹
さ
ん
が
中
小
企
業
長
官
表
彰
、
青
年
部
が
長

崎
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
長
表
彰
、
元
役
員
の
本

村
愃
昭
さ
ん
、
石
見
敏
さ
ん
、
本
多
政
昭
さ
ん
、
元

職
員
の
吉
田
孝
子
さ
ん
が
永
年
の
商
工
会
活
動
へ
の

貢
献
に
対
す
る
感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。 

議
案
審
議
で
は
、
本
田
順
也
氏
が
議
長
に
指
名
さ

れ
、
第
１
号
議
案
か
ら
第
５
号
議
案
ま
で
慎
重
な
審

議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
質
疑
応
答
の
中
で
、
商
工
会

館
が
耐
震
審
査
を
実
施
し
て
い
る
か
と
の
質
問
が
あ

り
ま
し
た
。
身
近
に
起
こ
っ
た
震
災
を
考
慮
し
て
、

今
後
実
施
し
た
方
が
良
い
か
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

総
会
終
了
後
に
「
も
と
よ
し
」
に
会
場
を
移
動
し
、

懇
親
会
を
行
い
ま
し
た
。
祝
辞
は
古
川
市
長
、
永
田

議
長
、
加
藤
衆
議
。
大
場
県
議
の
乾
杯
で
始
ま
り
、

山
本
県
議
の
万
歳
三
唱
で
閉
会
。
盛
会
の
う
ち
に
終

了
と
な
り
ま
し
た
。 

        

 

青
年
部
活
動
報
告 

 

４
月
19
日(

火)

の
午
後
６
時
20
分
よ
り
、
商
工
会

館
で
平
成
28
年
度
通
常
総
会
が
本
人
12
名
、
委
任
状

１
名
出
席
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
片
山
会
長
と
坂
本

女
性
部
副
部
長
に
来
賓
と
し
て
ご
来
賓
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

第
１
号
議
案
・
平
成
27
年
度
事
業
実
績
報
告
書
、

同
収
支
予
算
書
並
び
に
貸
借
対
照
表
の
承
認
を
求
め

る
件
、
第
２
号
議
案
・
平
成
28
年
度
事
業
計
画(

案)

並
び
に
同
収
支
予
算
書(

案)

の
承
認
を
求
め
る
件
の

２
議
案
が
審
議
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

総
会
後
に
行
わ
れ
た
懇
親
会
で
は
、
島
原
商
工
会

議
所
青
年
部
会
長
、
同
筆
頭
副
会
長
や
銀
行
各
支
店

長
に
来
賓
と
し
て
ご
出
席
頂
き
、
今
後
の
青
年
部
活

動
の
話
題
な
ど
で
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

             

挨拶をされる 

片山会長 

誓いのことばを

朗読中 
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４
月
14
日
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
に
対
し
て
、
雲

仙
市
商
工
会
青
年
部
を
通
じ
て
、
タ
オ
ル
や
ミ
ル
ク

等
の
救
援
物
資
を
現
地
に
届
け
ま
し
た
。
部
員
の
皆

様
の
ご
協
力
に
大
変
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

今
後
も
青
年
部
と
し
て
の
支
援
を
継
続
い
た
し
ま

す
。
皆
様
の
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

新
入
部
員
紹
介 

 

新
し
い
部
員
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。 

氏 

名
：
濱
﨑 

隆
志
さ
ん 

事
業
所
：
ホ
ー
ム
企
画(

有) 

住 

所
：
有
明
町
大
三
東
乙
75-

１(

事
業
所) 

※ 

青
年
部
、
女
性
部
で
は
随
時
部
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

女
性
部
活
動
報
告 

 

４
月
15
日(

金)

午
後
６
時
20
分
よ
り
、
商
工
会
館

で
平
成
28
年
度
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
来

賓
と
し
て
、
片
山
会
長
、
西
川
青
年
部
長
に
ご
臨
席

頂
き
ま
し
た
。 

 

第
１
号
議
案
・
平
成
27
年
度
事
業
実
績
報
告
書
並

び
に
同
収
支
決
算
書
並
び
に
貸
借
対
照
表
の
承
認
を

求
め
る
件
、
第
２
号
議
案
・
平
成
28
年
度
事
業
計
画

(

案)

並
び
に
同
収
支
予
算
書(

案)

の
承
認
を
求
め
る

件
、
第
３
号
議
案
・
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
の

３
議
案
が
審
議
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

第
３
号
議
案
で
は
、
小
川
部
長
が
退
任
さ
れ
、
新

部
長
に
西
川
さ
ん
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
小
川
部
長

に
は
３
期
５
年
間
に
渡
る
大
役
お
疲
れ
様
で
し
た
。

西
川
新
部
長
に
は
、
こ
れ
か
ら
２
年
間
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。 

 

総
会
終
了
後
は
、
会
場
を
「
割
烹
い
わ
み
」
に
移

動
し
て
、
懇
親
会
を
行
い
ま
し
た
。
懇
親
会
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
思
い
出
話
や
こ
れ
か
ら
の
活
動
予
定
な

ど
の
話
題
で
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

             

源
泉
所
得
税
納
期
の
お
知
ら
せ 

給
与
の
支
給
人
員
が
常
時
10
人
未
満
の
納
期
の

特
例
適
用
事
業
所
の
方
で
、
平
成
27
年
１
月
～
６
月

中
に
従
業
員
へ
給
与
の
支
払
い
が
あ
る
方
は
、
７
月

11
日(

月)

迄
に
税
務
署
へ
納
付
又
は
報
告
の
義
務
が

あ
り
ま
す
。  

ま
た
、
支
払
が
０
円
で
も
税
務
署
へ
報
告
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
商
工
会
へ
委
託
さ
れ
て
い
る
会
員

事
業
所
に
つ
き
ま
し
て
は
、
期
日
ま
で
に
給
与
の
報

告
を
お
願
い
し
ま
す 

雇
用
保
険
料
率
が
下
が
り
ま
す
!! 

 

平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
29
年
３
月
31
日

ま
で
の
雇
用
保
険
率
は
左
の
表
の
と
お
り
に
引
き
下

げ
ら
れ
ま
す
。 

                   

   

事業の種類 ①労働者負担 ②事業主負担 
①+②雇用 

保険料率 

一般の事業 

(27 年度) 

4/1000 

(5/1000) 

7/1000 

(8.5/1000) 

11/1000 

(13.5/1000) 

農林水産・清酒

製造の事業 

(27 年度) 

5/1000 

(6/1000) 

8/1000 

(9.5/1000) 

13/1000 

(15.5/1000) 

建設の事業 

(27 年度) 

5/1000 

(6/1000) 

9/1000 

(10.5/1000) 

14/1000 

(16.5/1000) 

新しい役員に選出され

た皆さん 
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一
日
公
庫
を
開
催
し
ま
す 

 

商
工
会
で
は
、
８
月
１
日(

月)

に
一
日
公
庫
を
開
催

予
定
で
す
。
当
日
は
㈱
日
本
政
策
金
融
公
庫
長
崎
支

店(

国
民
生
活
事
業)

の
融
資
担
当
者
が
来
会
し
、
融

資
等
の
相
談
に
対
応
し
ま
す
。
主
に
普
通
貸
付
の
融

資
申
し
込
み
に
対
応
し
ま
す
。 

 

夏
場
以
降
の
運
転
資
金
や
設
備
投
資
等
を
ご
検
討

中
の
方
は
こ
の
機
会
を
是
非
ご
利
用
下
さ
い
。 

日
時
：
平
成
28
年
８
月
１
日(

月) 

 
 

 
 

 
 

 

午
前
９
時
～
午
後
４
時(
予
定) 

会
場
：
有
明
町
商
工
会 

申
込
：
平
成
28
年
７
月
22
日(

金)

ま
で
に
有
明
町
商

工
会
へ
お
申
込
み
下
さ
い
。 

        

経
済
セ
ン
サ
ス
調
査
に
ご
協
力
下
さ
い 

６
月
１
日
よ
り
全
国
の
事
業
所
を
対
象
に
「
平
成

28
年
経
済
セ
ン
サ
ス-

活
動
調
査
」
が
始
ま
っ
て
お

り
ま
す
。
こ
の
調
査
は
国
が
経
済
構
造
統
計
を
作
成

す
る
た
め
に
行
う
重
要
な
調
査
で
す
。 

回
答
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
又
は
郵
送
で
行
い
ま
す
。

回
答
は
６
月
１
日(

水)

～
６
月
24
日(

金)

と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
会
員
事
業
所
の
皆
様
に
は
、
調
査
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

                 

国
民
年
金
基
金
の
ご
紹
介 

 

国
民
年
金
基
金
は
、
税
金
の
優
遇
を
受
け
な
が
ら

国
民
年
金
に
セ
ッ
ト
で
加
入
し
、
厚
生
年
金
並
み
の

年
金
を
受
け
ら
れ
る
有
利
で
公
的
な
年
金
で
す
。 

◆
加
入
で
き
る
方
は
、
ご
家
族
を
含
め
国
民
年
金
に

加
入
さ
れ
て
い
る
方
。 

◆
掛
金
は
①
所
得
税
・
住
民
税
共
に
安
く
な
り
ま
す
。

②
収
入
減
の
時
な
ど
は｢

一
時
停
止｣

や｢

増
減｣

が
で

き
て
便
利
で
す
。 

◆
受
け
取
る
年
金
額
は
、
一
定
額
で
変
更
さ
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

◆
万
一
の
時
は
、
ご
遺
族
が｢

遺
族
一
時
金｣

を
受
け

取
れ
る
の
で
安
心
で
す
。 

                       

国民年基金の仕組み 
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平成２8 年５月３１日現在の金利情報 

日本政策金融公庫 

 普通貸付 1.25～2.35％ 

 マル経  1.30％ 

商工貯蓄共済融資資金制度 

積立範囲内  0.975%～1.150% 

積立範囲外  1.150％ 

※借入期間等により変動します。 

島原市中小企業振興資金     1.8％ 

新
し
い
会
員
さ
ん
で
す 

 

４
月
28
日
開
催
の
理
事
会
で
承
認
さ
れ
た
新
し

い
会
員
さ
ん
で
す
。 

事
業
所
名
：
本
多
木
蝋
工
業
所 

代
表
者
名
：
本
多
俊
一 

業 
 

種
：
木
蝋
製
造
業 

※
商
工
会
で
は
、
随
時
会
員
募
集
中
で
す
。
ご
紹
介

等
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

第
22
回
Ｗ
Ｇ
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を 

開
催
し
ま
す 

日
時
：
平
成
28
年
６
月
24
日(

金)

午
後
６
時
～
受
付 

会
場
：
島
原
セ
ン
タ
ー
ボ
ー
ル 

締
切
：
平
成
28
年
６
月
10
日(

金)

迄 

参
加
費
：
１
チ
ー
ム(

３
名)

に
つ
き
、
３
千
円
。
貸

靴
は
個
人
負
担 

 

団
体
の
部
、
個
人
の
部
等
で
豪
華
賞
品
を
用
意
し

て
お
り
ま
す
。
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

会
場
の
都
合
に
よ
り
先
着
30
チ
ー
ム
ま
で
の
受
付

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

      

商
工
貯
蓄
共
済
の
特
別
推
進
を
実
施
し
ま
す 

 

本
年
も
６
月
初
旬
～
９
月
中
旬
ま
で
商
工
貯
蓄
共

済
、
医
療
保
障
特
約
の
特
別
推
進
を
実
施
し
ま
す
。 

商
工
貯
蓄
共
済
は
１
つ
の
掛
金
で
、
「
貯
蓄
」
「
保

障
」
「
融
資
」
の
３
つ
の
備
え
を
カ
バ
ー
す
る
商
工

会
会
員
の
た
め
の
共
済
制
度
で
す
。
１
口
２
０
０
０

円
の
掛
金
で
、
年
払
い
の
保
険
料
と
手
数
料
を
差
し

引
い
た
残
り
が
貯
蓄
積
立
金
と
な
り
、
知
ら
ず
知
ら

ず
に
貯
ま
り
ま
す
。
10
年
満
期
で
、
満
期
時
に
は
10

年
間
の
貯
蓄
積
立
金(

元
利
合
計)

を
お
支
払
い
す
る

ほ
か
、
加
入
期
間
中
で
も
貯
蓄
積
立
金
の
一
部
を
払

い
出
し
利
用
す
る
こ
と
や
、
中
途
解
約
も
自
由
で
す
。

中
途
解
約
の
際
に
は
そ
れ
ま
で
の
貯
蓄
積
立
金
を
お

支
払
い
し
ま
す
。 

 
併
せ
て
医
療
保
障
特
約
に
加
入
す
る
と
、
病
気
や

ケ
ガ
に
よ
る
入
院
や
手
術
の
際
に
給
付
金
を
受
け
取

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。 

          

退
職
の
ご
挨
拶 

こ
の
度
、
３
月
末
を
も
っ
て
退
職
い
た
し
ま
し
た
。 

有
明
町
商
工
会
に
入
っ
て
か
ら
31
年
間
、
会
員
並
び

に
役
職
員
の
皆
様
の
お
か
げ
で
無
事
勤
め
る
こ
と
が

で
き
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
、
こ
れ
ま

で
の
経
験
と
多
く
の
方
々
と
の
出
会
い
を
大
切
に
し
、

頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
有
明
町
商
工
会
の
今
後

益
々
の
ご
発
展
と
皆
様
方
の
ご
多
幸
を
心
か
ら
願
っ

て
お
り
ま
す
。 

本
当
に
長
い
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。 

経
営
支
援
員 

吉
田
孝
子 

   


